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本書は，！？可ドイツ岡絡をもっインド人， fンヂ fラ・

ニークームン 1女「とが， ミュンへJの Ifo-lnstitutI UJ 

Wirt虻 hafhfor.,chung-(JJ委嘱を交ヴておこん：ヮた研允

の成果である。後／／は， 1964年8)]1211かれー 10i)201I 

までの2カYl!iらずの問，東アフリカに滞在し， 70人以

上の与』地アジフ人，およゴ多くのアフリカ人政治家と IHI

出して， このJil_:J必こ住むアジア人の政治的・主主＼！＇！ヲ支店 L

を；周遊し，これを要約したの δある。

アフリカにおいて「アジア人」といえば，だいたいイン

l‘人ーノ、キ A タ＞ .1、， Jア系移民なとを｛ijむー をm
す。 アフリカI二i土，よとの工うな「アゾアノヘjがえd{J90 lj 

人一一総人IJの約（） 4%にあたる べヱどし、るが、そ νけ

うちのが03分の 1が東アフリカに住んでいるG 列｛γフリ

むのノF ジア人：L‘人 11(JJ jj;，カ＇::, ，..、えば，市－／ ／り力のそ

hをカlなり下HるHhとも， 二こ ιはii人i';1：千；：，；十11it 
的にゆないため れ済iiiiでは予むしろ上り的要たt'>Z','i'Jぞ

i従じており，特にその流通泊iでの活動は，しばしばJILjア

ノリりにおけ也レノノ L ・シリアノ人とよJJ:七己j＼.，｛ムυ

従恥， 〆ブ，.1カI二JH hアJ アノ＼にIHすη，/Jfヂメこ；i

筆者の知るかざりでは、 r,:•j アプ Y カ lこっL 、 ζ，じ.A

Wood, A. L. l¥li.illcrーなど，；＊アフリカにつ」、て L.w. 

] lolli11gswnrll1, (~. I )ell なと〈／）著f1ーを」：JIJ"1こよがで ：＿，

る がしかし 般仁木 l二あ1::1題心興対、深ミやゴ11泌さ！〉

わりには，まt＇それほど多くの著作が汚かれていない k

うに忠われる。ことに， Ji~j［のアフリカナ f ゼーション

。弱J主に問i車して， ア f ＼！ カi二おける fジ，入11¥J凶（／；;_j-

Rを1［：し：位：，；づ：tる（／） tこr，、Jつ）＼作；t必 rしt＇.：~：·；；•，♂ 

はない。その.TI:1法で，本,I'；＇は、ゅよ iにのアツリカ／iJIヲt行d〕l'!J

心に応えうる， 11.'j'Ji'.を？りた，よく士とめられた数少ない

ひffci＞一つで.j,るとバベこと Jバで Jよー／ V ヰと f.", =il, /1・ 

ふゴーロソノζt't'J敦夫をがよ！： （ン i人 Id生Lんどlとし、 7

104 

ことは，本来に述べられた内容がより多くの説得力をも

つものとし亡通illするのに少なからず役たつものと ｝，＇..1、わ

れ：＇.， v Wtcl 上「斤 ~C\"J 川中じ ［本iirほMも完全なIJ（望

や，確定的判断を提供しようとしているわけではなし

ただ東プフリカの政治・経済研充者にアシア人問題をよ

りじく JI／！解し．さらに（i}i究会進めてもらうえめに書かれ

た、／γc,hる とif:＜「土れlよほんの“V町長tucli♂に泌さ

ぬj と線遜してk、るυ しかし，アフ Yカにおける少数イ

ンド人の問組合鋭身になって憂慮し，しかも同時にが｜判

的冷静さを尖わよ4観察ができる符者：.t, :tsそムくどこに

もそうたくさん符られなヤだろろか「h e 殺のi読者にと

っては，このiJ）’作の価値は，その informativeな利用性

ととも is:, .：：わめて商いものに感じられる。

II 

1＼者：：t, j、ず部 1J) tこヰ心、て )Ufフ jカにおけωア

ジア人を demographicにとらえ、その規模と分布状泌

をIYJらかにするυ そして，この地域ヘの入移民の4 っと

しこの’シア人さと「定着（（j中日；i層J(ort出111sa制限九1it

telschiιl,t）土規定するのめ。 LかL，かj1J，に対する

本間の影響は，政治的婆悶一ーたとえばインド・ノミキス

ヲνの分裂などー につし、ても，また討会的婆！Elーた

とえばりーストfl;ijl支ム：どーに小【；も，そ.hほとp_'JJ去

大2くff用して，， '!f, ＇.、と忠れれるか I',, rdHt東ア Y リ

カにおけるアジア人を「本凶の状況をそのまま代交して

し、ない少数の特殊グノレーフ」であるとみなすのであるυ

¥; 2 1；－.でi士、 wアワリカにおけるアジ r人さといく.~11 亀

山ゲ／レ、プに分方iすらが，そのJ＼，＼合，恭一点；ま1,:｛支グノレー

ノによるi!Jj・,;j!；の分以を避けて， 1ヨii活グループ。によソて説

IYJしと」、るω なぜなら，者千？にとっC「ノ；，数グノレーソJに

よ，jiζiJはそji.,1・1 i本あまり 1.f（愛！t'I：をもたす＝，むしλJ止も

:,f('/'Uド！なものは， ヒLーイー教も＂＂教も含めた Tfゐグyレー

プlによる分狐である」（日 1()）からであるυ

出、i，；，＿でい，東アプ ＇）カにおけるアシア人の経済叫がJ

4：九刈；／lljごとにji)Jら見・にし、 ま／:, /J・.hんの三iーロツノ、

人入移民および総独守政府とのl'fl係企論ずる。

アンア人の経済的役剖については，東アフリプJの少数

r; r！、社主が，そ（｝）っと＋11異なる tJ的をもって流入し

：主／よ人移民の民（＼＇C v） ろ fこめ，実1：＼~にl主婦（t'Jl.d'l:1おを

｛ってし、るてとをmJ商しfこjょで‘山 1に、アジアj、ぷ，

lil'iLO血（＋：fljtjの作JAJで，東アフリカへの貨幣経済導入に寄

りLたよと，第二にアジア人が，東アフリカにおける商

人」jiびト級官，,tとしふ少主主cl-llツハ入とサ一仁ス
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.fiJJ;主士Jよlllしたこと士A’iYζいる そして！人ドBにのよう Jill 1"1: l,多IPCあ＇）た，， ・！王実，ウゲングはもと保護領（pro・

な，；c:述を!J".I¥！＇.する J ぺ）・/(,j）七、 1机 1，》
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i文、 γyソ人！何人主： I;c'.Jtd! iこ｛主流！ L二王〆～ト：どはし うJJこti1J:ifr'(Jl二J，え l,illiんど：りUisにふ I］，ここには.,i--cに

川ナ f,1仁、 •/ 1l, λi 'iームにで＇ le';’t流（（）tJ：拠j也を i叫ot・:1以来、 γジγ＼＜！）干lj誌をfl;;｝とする政党があ よ二

l,'d i心三Jこれら γ／勺人口＇ci,[ It, ノ－＇， IJヘた｛iii!(k品，, 1-::.,1 .¥fric:rn lndi:rn Nation:il Conにicss 方L モ ~1,で，ザ占

二：社ロ）エ－ / "-与卜と Lてi政＜ ,1-01:u人1;':H!. －＼： ；必仁い 1::1 大；－：：工、引 I[,jが19]4{j：：に、箔2Hは191日午にrn1かれど

はr't'Jに！fi'lj入，＇，！， をi'i-l也山，J、：；じ（fpニfjl、キiL ／こ し，こが，、来 いユ：〉｝ケ y におけろアジア人の政治活動が活発にな〉

アブリカしりア〆 γ人ri:J1,1.1, ,i~ILJ: { 与 、ハ＼－ -1，『／ ' ' fこノ川上、 ¥L A. L＞山ι，iと！sherDnおおとヤう 2人のすぐ

におけるH司法ど：tm村山i二以プj ：こI¥!I J/,u't'J: ・ I l』込，2,i(,jべ j '. ／こli；え？？と政治ぶJJ/1',J見にS1うところが多い0 1'111行；ム

をもす1ごはい／こも山山、そ♂ ）;・,r, ,f;IJl1'lii -1, 、人 i:',i ：：、 j、以 I＇山内代に， ！としく（！＇！［＇！人ハ fランド ,i,l立止のl:Z.{,f‘（:Oi 

1、の，，，·，、 1•'11lc，：二 J；乙／；、 1111z-Jlh‘多九、 ；ょ、 ii--ij_，＇ノt上 ,' / f人J虻＂lこ111¥（（、omrnonIい11をill!仁て）のjすf!,t'.:, Iコ）ア

' l止'N経υ与のぷ？Af->JW、、；， I，こ－J-5ふん に.r,,-1-1.・.: ;, / ,・ Y、人f{-l({HIJI駁ν勺I1:}t，会 j,J長して， －（ －（ リスj,l(lυ山口

市品j市Jlliが；よ1&・/.:1＿心状l)s，二ふ yrこ収「ノ II '} ' 1’J ,- l，りと！託、たが，’iミ陀；こi土政；台1'1(_J;,x:昇u主ほとんどあが人な

人は1WVIIド比百宅伝1三，－ •1[;1;'t_ ；ニ 伐tパ Jニィ 1;, r :, ，；ヘ カ・・－／：二 if:::/t(に 19JOf¥;;{lに， iとして／J'iキケヱi丹、－u也同

＇）、際に，！ iJV; ：上 j:JJ一：~·：雪～l 一 μ ン，、 ：

1，｛亡う：FレなLιf I＿；にY上可 I\<:1Y~i主十〈ν＇）七＇ JIoノiII＼：、 L；“1{1 • n ris;':i：し＇）之L進／l'Jl(i化， Cとi仮して， アジア人（／）u支／－，守勢、力

s'tff: どと＇il'以l_:_i二（＇（.jy心jしてzJ日、：－－ _,' ）土；よ－'!fc i' の，｝j)il；；こ句）］ したが，第2次大＇r-U1J発とともにかれが辺

ノリーりU11ヤiノア／二 ／｝ f; ），ー〆 〆i二f1>, 〆←； !I ;I; i，まtこバし、；：，二わから、そのf打？iプjを7よい， けずJ さしく

人と山ノ、ートー1--,-,-dノ11iiた'1'11ニ;j'；ぜい、［.，号 4がl,¥)('1:; l'.11i1i に~，lj ’｛－＇，：に HiU!J:,'c ~G ！こ J
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ノ P

f人カA:1一＇.＇ ノノ；A.l、り L 〆＂~ --; ・[,,,rう忌1:':j＼、 J)；土， L :, i L二♂Jll:j，【

/, Jυf〆／，ノ，，,I) ：ロii‘ L「l,Ji：び（：j法J' J二Lわ七出、くムh', /; I)' ：；＿＿－グ，j',上ift!J！， ，モニパ ：！・ のれ土 A 11. Patel；土中心E

1、（；I勺tこは，ぺ；： ；！ _L,,L.山；， --,. ／（えれゾ＞！ .i,jjl1'Jilli1:i~ 起 す汁；＇.＇色 l'}"J礼状維持政策JJU二i土;i＼なかった。その後

]! lし－ ~ 」」 i) ' 亡Jt; t UllOlli !dit' i；心； I j. ;:・ ，＇二il:il1J(1 j ＇，＇勺に 11, 17 :1 1 : 、的、？とと t(::_, fシ｜：政/(fのタト支＇1¥・ Appa 

L ノ：、いぺ・lリdi/,'I ；＇ノ itリ、二＇，／）＇（＇い，ム 」： L，；ιl l, P,rnlヵ，ケニYにじffしく＇＇＇1地のア J ア人指導 r~－になり，

:u~i」 jj' ）ン＇＇；＇〆／’＼乙； 1,i:i:：ιはi(.JLジオ込！：h二Jん、L Isl.er I h" U,:;jげ）jl支i-t,i'ドj’干し： I'Ir,: J:1!!1/J J＿うと L/こが， ネ

: .t, ( I itl1_バ：！日ん，i_'!;,; :~,,~. ・: i I；ふ二と、：ど＇f土l{t

;/, Iノfさ：可、，I」Y「 ごl二， νJコJゴ＇iが1.iiJ二とf; L /l iJ、、工 ＇）， 二」zし ,1屯｛ごlit：；＇：とし ・cjjt,!!',L，ノF ブ ＇） !1にflち》rジア人は「i也

と・，↑【i

:X, c1 ¥c C；土、＿，十Lfノlノ！； :; 11 i；ニυ；J:.,!)_,:, ,, ) J-tっ このJi,1;:J／完結に従－） ,¥. p‘liltは， fyll也γンア人政治家

↑Iii立と R ; :, 1・ !-, v・ J；村ノ＇l ／；、乙：J(1/u/U iiJ 2ピ｜り！〉ん￥にす；！ :'.-,-, "-'i H-It JとII千ばれ，阿古の板挟みとなって1-;-しん

）ど；二上 jて， 'f ／γ人♂リ士1Till'JJLlli.'t > Iφ11,1仁；し －－：， :" fこ ：！のぷ：1t:・c, A i九mtl土，ケニアにおけるアジア人

と；ニ、ア〆 1 1,,1 ,,1::Cif;,,i,:Ji!J.H1; '-i,C也、ト ：う二（（二 山政治山fl]；与を！にN_－「ど， I・＿で！リJi，かに！被wがあ－，たので

ノ.J，、ζiよ、山IIll)~ flj),l品、心、，，→ J;ii::! ). ~- C ,:i[g企，，1 _i；プ〉

しく，ifs、C_J-; I, こj，＿：：.本，1::,,,1,L、にふ＇：・ ,' / i-/,J) う -',j） 〆〆 f人iI＿；＇，（二 it, ;( c!){{ i, i』仁川lべB I ｝出計

1[tlf,1’i'Jl也f,';/tJトリコ；心して什lJohi'J 1'!.:/,ilc'JJ・！＇的 t二L(l ；ニi＇的tすくムi士J川i, ':'ti，！）•＇＞＇， 、に llU ,Ac j，その！：「γケ

よ二’j i，の、！。 lJ二＇， ’Jノ＇；i:'I ＇た’ iiゾ、昨；上、 ；＇ン Y人び）アソリ /Jl(lkL んに

バLfノリ ＇J；こJ; :J -:, 二八、のii」二IIJ, 1:-{:;";1'1’j tじj、； t J;.J JイJU士九＇；，＇1'J1[tJ主，：，， γ〆ア人1・1身の利益をめぐる闘争

ιともと 11!,1九：＼〆り［t.li二政ifi( j,;f,,jc' 11 i l1u'/; :_,,; , 3ニJこれj'')"t }J，）、につ、 ごしばしl11111さえii-x, fこ干リスj)JiJの舟」；liil

ι主＇.Lじ， L二心－ '< 1,:'(,(11~-,1 ’(1 I I J・;: L ;'( /, ,1，工 ！, Ji'l,,(,i'1'-; ）よれ：，＇.~＇2'f' ! -J; -・ご． y Lノア人はケニアのi攻d，にti，、て全
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要 il

く孤立化するにヨ三ヮfニ。

このような7ジア人の政治的必孔と ＇fli4；｛じの典明（！な江

崎椅と児られるものは， 1952＂ドの［ i1J教徒ゲルーグに工 ，：：1

汁離選手慌のi：張とアジア人人作J(::l予J肢の i'i'<t: , i'1fJ rt 
i士アジア人i文di'支が要求してきた C,immol!Roll O I ,'S~ ',l: 
でおりラほr"i-1土f:)T 人総~，1'.J政治J境！／）（／）＇］久＇J1ド（ヒをむl広

L七一ーにあ「》j,htこヲ

他方、これと村j照的；乙 fブリカ人山政治iYJ怪 ，（／Jは

J '154午の LyttletonI山口の作折土iめこして，必速に治

大L、アJア人t上かかるアブ 1)iJ人1-1'.:万七i}lJ）山it詰c')'I] 

でLどいに疎外！惑を｝司、う上うにt;り，／， '~ t：＇に比jしfくい
と不安の怠を抱きii{，，，わたっけ〉さ、く？ fシア人l土、か

れ，・， ドl身の利益のために特ιむのf法的と－＋'r:lJf＋.：：たをとり

つける「'1W/t；益江｜：！となるか、涼〉る、ぜ、i土iさ；二、アジア

人の特権を放棄して，アプリカ人！tliU，みを無条f干に支

持する「節操flJ!::U1ili<Iになど〉かの i二 0lV-・Jをせ主ら

れたのであるつ t-Jともアジ f入山 11fl!は（＼＇.）態度ーは，そ

の 1をもし l王らく ;c；~き句 Jニヒえ，c一色方；二Ji，，、どJ<i:,1,{Fv)

国会で）：.S. l¥hngatカ，f 7 1) /7人攻防士 L，む Lろヨ

一口、ソパ人どの協力企期待すふな；τ全しなが「J，他方に

おいて1957q：の Lennox-Boy clじonslit ution k対ではラ

アフリカ人ぷ；白と共同戦線全：土ノノニ ijLた｝

しかし，従来長'L-'2.i1主的であ・.／たアンプ人政治家の大

部分が，変節して「三｜易実益派！となる決ぷをは yきり

同めたのは， 1!Hill与の I」口C出 terH，山おじ（・onfet ence 1i'l 

後である。すな;j,t) East African Indian Nationc1l C‘on-

gress は Keny，‘iIndian （：り日ιrcssとなり，（1)（イ，mmon

Rollに上るアぶア人選挙1短絡立の要求士！点烹L, iこp月L十J

議会の作内でアジア人の1ti1.｛立の f1~はを求め，（：；J !¥be-

Le口（！’ぷ；L次官士；玄人Eずること‘ に（Iとしノトこのであ；：， ' 

そしてJ：之 ff~ ；三，ケ二＂ 11i！ぷ （ 1 り（と（｜｝と二もに， KANU

は K人IJU を ,', :Jr :. ' ミ「，；こ Kじ口yal・・recdum l',tt1y 

~ Kenva I川 lianCon日ress/f!fi)Jfじ7）結果と L －~＇t 主 h

Iニアフリカ民族主義のマ二7 ょストに J忠実なアジア人政

党 をも！吸収しで，文字J並りアブワ力人 A 党同家が生

まれた J かくてアぶア人政党は，ケ，'].fとtにmi減してし

土 JJ二（Kじ日〉礼 ltl(li,mC ，》n.~rじ怖心 iji なら i＇＇ムザrh'i よ！に

なり I：が，／こ） .＇）ど主＇； j,

治5，）＇ーでは，＊fソリ )jにおけ心ア Jア人に関す〆訂リI

Iだの現状とn米を そのち法J'j主ぴ問題点の摂理とν、う

形で要約しており、他の司UEtiに多くの有益な示日空をfj.

えるものど忠われる仁なお巻末の文献口録‘ ti11t安行リス

ト：；－s上び人11::,j叶HZ］などi士きjコめご此ょ五！i-i, Cりでよ〉ζy, 
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j出金に、アフリ力における7ジア人防題の研究書とし

て本－；1:;がもっ特色を述べあわせ亡，若干のコメントを

加えてみたい。

.t・r，特色の第 1は，従来の研究が主としてその経済

的側j[Jj，それも少数アジア人をアフリカ経済発展に寄与

干る fヲ行動力j として，タトから，量的にとじえ九れると

とが多か＇／：このにけして，本書はヲむしろ，アジア入社

会において特定の意識をし，て行動する「政治的・経済

的ピ本iとして、内かム，質的にと人えようとしてし、る

ことである》つ土り，木J；の-j：：＿題にもll[je'）かなとおり，

経済11(;f.,):',1;,J！：：：政治的地位とを総合的に観察することによ

って東ア 7 I）力におけるア J、ア人の将来を浮彫りにしよ

うとし亡し、る,1.'f.C ある。

特色の治2f土，本書が，アフリカにおけるアジア人問

題を論ずるにあた 3て，アジア人を言語グループつによ守

て区分すること金採月iし宗教グルーフ。に上る区分の必

攻守主を百定していることである。そして宗教グルーブ・，こ

1；られIi主は1952年l/)L：’ Lズ一教徒，同教徒分裂事件にiよ

された上うに，むしろ政治運動の中に変形された俊一で、反

映3れてし、ると考えてし、るように見える。このことは．

と七すればアジア人紅済活動について一宗教のおよぼす影

湾を過大視し勝ちな従来の西欧布「先c/'i"fこ対し，お：者，nttも

'I＇日1YJ見識を心したものとして，特徴的であるように思わ

hる。

特色の第 3f士、害者が，結果的には，東アフリ力にお

けるアジア人の宣場に，根回インドの問題を見いだした

ため，この少数入移民の動＼fi]fこけしときわめて同怯的で

去、！？，現地アジア人政治家とアフリカ入1(/A；主義者との

1::1 に生じ f二五時fHこっし、ても，それを f ギリス ji/[民地j二.~

にl'J{.Eする構造的示店に起1i1せしめているばかりでな

く，独立後の「民族j問題のむずかしさに還元して見11'i

そうとし亡いるように思われる点で、ある。

以後に本昌ーについて若干のコメントを提出しよう。

主ず「f下itil'r'.J役’J，引について，

}i 1 f~. 本h；工アシア人の｜企業’ぶj としての側f!ii ｛と

わりに，，ftくll'，り UYてL、るが， 「ヅji励行！としてのfii!J

1111 はJt，較的~1n~，1にHせられているリアジア人ッ；停1Jれのむ

イEは， Jkアフリカにおける第2次，Jf＊の発11（に｛－:f’Jて，

Fブリカ人ツ＇j働古との競合をひき起こすと思われる丘i氷

でこ土に重要であろう。なぜなら，通常，アフリカ人労

働 /'iiよ不熟練；政絡に，アジア人労働者は半熟練ないL熟
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点職種に向かうといわれるが，それにもかかわらず現在 モの凶の内部における「それ自体！の発展として考察し

なお相当数のアジア人不熟練労働j台が決っているはずで ・日、るが，その国の外部との関連で，それがどういう位

ふ I），しかもかれらのffiがIヲ状況は、北地のアジア人の ほ（，： しめるかについて，ほとんど記述がない。たとえば，

政治ぷ識と密接な関連をもサ4与えられるからである4 l~cny;, l弘、山lornParty i主，アノリカ人il'.:lit仁義者から

第2に，一般にアジア人の経済活動については，アジ も，アジア人｜｜｜政治指導者からもまともに相手にされぬ

プ入社会の clannishな性格の影響勾引刊ことに生産年齢 アウトサイダーとして描かれているが，この党の政治的

構成の若年性や，女子労働力化の不足一ーがしばしば指 立場は，もっと大きな国際的意味をもづてU、なかったか

摘されるが，本書はこの点についてほとんど触れていな どうか，という点などである。

いんもちろん，これはア ，＇I人を「ソ；働力」として見た ともあれ冒本書は東アフワカのアゾア人問題を理解す

J坊（；－に問題にされることが多いが，定際問題として，こ るのに二Fごろな入門書であることにまちがいなし、。

とにアジア人女子労働力｛じのがJ心土， Fアリカでは，ョ （調査研究部主任調ii.研究只 び 昭〕

-JJ ッパ人およびカラードと／）比較に .js いて非，，；j•;1こはだ

' iこ現象であり，直接に現実の経済的判定？に関係するこ

とである。とすれば，読者としては，これがたとえばイ

ンドのカースト制度や jointfamily systemなどと結び

つけて説明されることを著者に期待するであろう。

第3に，著者は，東アブリカのアジア人が，いわゆる

い必nlured labourers rJ）子孫、ではなく、昔からそのつど

析しヤ使命をおびて移iじした fr山口lll即日r叩 tsの集合で

んるニとを認め，したが，＇亡？ j’νf人が将来労働者と

してよりも，小売業，もしくは＇ii'l11J~~i として活動する蓋

然性乞予期しているよろであるが，現在あるアフリカ人

火業問題はどのように解決されるのであろうか？ もち

ろん，東アフリカにおけるアジア人火業の紅［支は， l十jア

ブリカのナ7ールにおけるほどではないが，逆にここに

は南アフリカにおけるような Colourbarが存在しない

だけに，それどけ重大であると汚えられるのである。

次に「政治的地位jlニJ八 ιご

治 1 に，本書は，現Jill ＇·~·数多く／）／ンア人と j{ijj"去して

iえまとめ上げられたものご心〕 ，：，，二 L;i·/1•わらず，東アプ

リノ＇Jにおける［定着的中川附！こ LC山アジア入の.i｝，；滋

情造があまり IYJらかにされてU‘ないのはどうしたことで

あろうか？ これは，おそらく，答者－が，アジア人tI：会

の生成と発以の過践を歴史的に記述する必要から，面接

相手をと主として，過去において活動した実業家・政治家

．法律家・学者などにl浪ったためと思われる。

見1)2に，著者は， Desaiと !sherI );1喝の政治的活動

の妥｝.＇工を明らかにしてU、るが、その攻治 fデオロギーの

,,f /1lliと現代における志誌につL、て十分な補足的説明jをし

亡し、ない。つまり，かれらの政di1－／，；ロギーが， 「多

人徳也会Jという昔話約を凶えて， lll'J；に影響力をもちえ

たかどうかという疑問が成るからであるo

出3に，若taよ，〕,itアフリメlのアジア人の政治活動を
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